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重
要
な
人
権
リ
ス
ク
の
特
定

　

日
本
政
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

る
と
、
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス

と
は
「
企
業
が
、
自
社
・
グ
ル
ー
プ

会
社
お
よ
び
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
等
に
お

け
る
人
権
へ
の
負
の
影
響
を
特
定
し
、

防
止
・
軽
減
し
、
取
り
組
み
の
実
効

性
を
評
価
し
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
か
に
つ
い
て
説
明
・
情
報
開
示
し

て
い
く
た
め
に
実
施
す
る
一
連
の
行

為
」
と
定
義
さ
れ
る
。
金
融
機
関
に

お
い
て
、
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
は
、

投
融
資
を
実
行
す
る
際
に
企
業
や
投

資
先
の
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
を
適
正

に
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
意
味
す

る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
人
権

デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
は
、
人
権
へ

の
負
の
影
響
を
防
止
・
軽
減
す
る
た

め
の
よ
り
広
範
で
継
続
的
な
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
、
指
導
原
則
の
策
定

を
受
け
て
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
を
中
心
に
「
責
任
あ
る
企

業
行
動
の
た
め
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
デ
ュ
ー

・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

（
以
下
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
が
策
定
さ

れ
、
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の

標
準
型
と
し
て
普
及
し
つ
つ
あ
る
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
人
権
デ
ュ
ー
デ

リ
ジ
ェ
ン
ス
が
六
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で

構
成
さ
れ
る
と
整
理
し
て
い
る
（
図

表
）。
今
回
は
、
こ
の
う
ち
②
「
負

の
影
響
の
特
定
・
評
価
」
と
③
「
負

の
影
響
の
防
止
・
軽
減
」
の
ス
テ
ッ

プ
を
中
心
に
考
察
す
る
。

　

金
融
機
関
は
事
業
活
動
を
通
じ
て
、

雇
用
者
や
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
調
達

者
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し

て
、
ラ
イ
ツ
ホ
ル
ダ
ー
の
人
権
に
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。

リ
ソ
ー
ス
面
の
制
約
か
ら
、
金
融
機

関
が
す
べ
て
の
人
権
課
題
に
対
処
す

る
こ
と
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
指
導
原
則
や
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
日
本
政
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
各
種
の
指
針
類
は
、
企
業
が

重
要
な
人
権
リ
ス
ク
に
優
先
的
に
対

応
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
。

　

そ
の
前
提
と
し
て
、
企
業
は
、
事

業
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
人
権
リ
ス

ク
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

際
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
の
観
点
で

は
な
く
、
ラ
イ
ツ
ホ
ル
ダ
ー
の
人
権

へ
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
「
深
刻

度
」
を
勘
案
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
点
に
注
意
が
必
要
だ
。
深
刻
度
は
、

人
権
侵
害
の
深
刻
さ
を
表
す
「
規

模
」、
人
権
侵
害
が
及
ん
で
い
る
「
範

囲
」、
人
権
侵
害
の
影
響
の
「
救
済
困

難
度
（
是
正
不
能
性
）」
と
い
う
三

つ
の
尺
度
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判

断
す
る
。
企
業
は
人
権
侵
害
の
「
発

生
可
能
性
」
に
つ
い
て
も
勘
案
し
得

る
が
、
各
種
の
指
針
類
で
は
、
た
と

え
発
生
可
能
性
が
低
く
と
も
、
深
刻

度
が
高
い
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
優

先
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

重
要
な
人
権
リ
ス
ク
の
発
生
過
程

を
特
定
す
る
方
法
と
し
て
は
、
①
社

内
資
料
に
基
づ
く
確
認
・
調
査
、
②

従
業
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
③
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
専
門
家
）
と
の
対
話
等
が
あ
り
、

人権への負の影響を防止・
軽減するためのプロセス
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金
融
機
関
で
も
一
般
に
こ
れ
ら
の
方

法
が
用
い
ら
れ
る
。

人
権
リ
ス
ク
の
評
価
手
法

　

企
業
は
、
特
定
し
た
重
要
な
人
権

リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
優
先
的
か
つ
継

続
的
に
状
況
を
評
価
す
る
枠
組
み
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
多
く
の
金

融
機
関
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
差
別
、

長
時
間
労
働
の
状
況
等
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

人
権
デ
ュ
ー
デ

リ
ジ
ェ
ン
ス
の

枠
組
み
構
築
に

当
た
っ
て
は
、

こ
う
し
た
既
存

の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
枠
組
み
を
生

か
し
つ
つ
、
各

種
指
針
類
の
求

め
る
要
件
を
満

た
す
よ
う
、
高

度
化
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　

取
引
先
に
対

す
る
人
権
デ
ュ

ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
の
運
用
を
開

始
し
て
い
る
金

融
機
関
で
は
、

特
定
し
た
重
要

な
人
権
リ
ス
ク

を
中
心
に
、
顧

客
Ｒ
Ｍ
担
当
者

や
リ
ス
ク
管
理
部
署
が
取
引
先
の
情

報
を
収
集
す
る
な
ど
し
て
１
次
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
特

に
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
収
集
に
加
え
、
情
報
ベ
ン
ダ

ー
か
ら
人
権
関
連
の
企
業
情
報
や
格

付
け
情
報
を
購
入
す
る
な
ど
、
情
報

ソ
ー
ス
を
拡
充
す
る
動
き
が
見
ら
れ

る
。

　

１
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て

リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
取
引

先
に
対
し
て
は
、
よ
り
密
度
の
濃
い

２
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
実
施
さ
れ

る
。
一
部
の
金
融
機
関
で
は
、
専
門

家
の
助
言
を
仰
ぎ
つ
つ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
か
ら
も
情
報
を
収
集
し
た
り
、
取

引
先
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
通

じ
て
追
加
情
報
を
取
得
し
た
り
す
る

な
ど
し
て
２
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

精
度
を
高
め
、
負
の
影
響
の
防
止
・

軽
減
に
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。

人
権
に
対
す
る
負
の
影
響
の

防
止
・
軽
減

　

人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
運

用
を
開
始
し
て
い
る
金
融
機
関
は
、

取
引
先
に
お
け
る
人
権
へ
の
負
の
影

響
を
防
止
・
軽
減
す
る
観
点
で
、
人

権
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
取
引
先
選
定

基
準
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
取
引

先
に
対
し
、
契
約
や
投
融
資
の
条
件

と
し
て
、
人
権
尊
重
に
関
す
る
各
種

の
指
針
類
の
充
足
を
求
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
取
引
先
に
お
い

て
人
権
侵
害
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
取
引
先
に

エ
ン
ゲ
ー
ジ
し
、
防
止
・
軽
減
に
向

け
た
対
策
を
要
請
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て

も
な
お
、
取
引
先
の
側
で
の
状
況
の

改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
取
引
関

係
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
も
金

融
機
関
の
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
取
引
の
停
止
は
、
必
ず

し
も
ラ
イ
ツ
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
負

の
影
響
の
解
消
に
結
び
付
く
と
は
限

ら
な
い
。
こ
の
た
め
日
本
政
府
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
取
引
停
止
は
最

後
の
手
段
と
し
て
検
討
し
、
適
切
と

考
え
ら
れ
る
場
合
に
限
っ
て
実
施
さ

れ
る
べ
き
と
の
考
え
方
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。

　

取
引
先
に
対
し
、
金
融
機
関
と
し

て
の
人
権
尊
重
取
り
組
み
方
針
を
あ

ら
か
じ
め
伝
え
て
お
く
こ
と
も
、
取

引
の
停
止
が
「
優
越
的
地
位
の
乱

用
」
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
観

点
か
ら
重
要
で
あ
る 

◇

〔図表〕 人権デューデリジェンスを構成する６つのプロセス

（出所） 　責任ある企業行動のためのＯＥＣＤデュー・ディリジェンス・ガイダンス
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責任ある企業行動を企業
方針および経営システム

に組み込む

影響にどのように対処
したかを伝える

実施状況および結果を
追跡調査する

企業の事業、サプライチェーン
およびビジネス上の関係におけ
る負の影響を特定し、評価する

適切な場合是正措置を
行う、または是正のた
めに協力する

負の影響を停止、防止
および軽減する
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